
 

 

 

 

３年に１度の共同研究発表会ですが、これまでの新型コロナウイルス感染症の

影響により、「福岡教育大学・三附属中学校共同研究発表会～第１９次～」とし

ての発表は、三附属中学校で４教科等ずつ分散して発表することとしています。 

小 
 

倉 
 

中 

教科等 研究テーマおよび副題 

数 学 自ら数理を創造する子どもをはぐくむ数学科学習指導法の研究 
－問題の焦点化を明確にした学習活動を通して－ 

理 科 科学概念の構築を目指した理科授業の構想 
－概念モデルの内包変容に着目して－ 

音 楽 
生活や社会の音や音楽とのつながりを深める音楽科学習指導 

－音楽文化と豊かに関わる資質・能力の育成－ 

保健体育 学びに向かう力，人間性等を涵養する保健体育科学習指導法の研究 
－全ての生徒が安心して挑戦できる学習活動の工夫を通して－ 

 

福 
 

岡 
 

中 

教科等 研究テーマおよび副題 

国 語 言葉への自覚を高める国語科学習指導法の研究 
－吟味思考をはたらかせるリフレクションを通して－ 

美 術 
美術教育の基本を見つめ直す 

－若い先生のための「美術の授業づくり」－ 

技術・家庭 
（家 庭） 

「生活を問い直す力」を育む家庭科授業の研究 
－問いを立てるための実感を伴う場の設定を通して－ 

特別支援 豊かな未来社会を切り拓く生徒の育成 
－自己決定を促し，自己の変容を自覚できる自立活動の授業づくりを通して－ 

 

久 
留 
米 
中 

教科等 研究テーマおよび副題 

社 会 社会のプレイヤーとして主体的に学ぶ子どもをはぐくむ社会科学習指導法の研究 
－IDM 理論を援用した学習過程を通して－ 

技術・家庭 
（技 術） 

学びのプロセスを重視した技術・ものづくり教育 
－「技術の最適化」を意識できる授業の展開－ 

外国語 
即興的にやり取りする力を育てる英語科学習指導法の研究 
－生徒が「話す聞き手」となるための学習過程を通して－ 

学校保健 他者とうまく関わることができる生徒を育てる保健教育 
－自他理解を深める SEL－８S の活用を通して－ 

 

 

 

 

 

 

福岡教育大学・三附属中学校共同研究発表会～第１９次～ 

三附属中学校とも、４教科等以外の 

全ての教科等で公開授業・分科会を行います。 

申し込み方法 及び 各教科等の詳細は、 

各校の「二次案内」をご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 教科等別研究テーマ 

教科等 研究テーマおよび副題 共同研究者（福岡教育大学） 

国 語 
言葉への自覚を高める国語科学習指導法の研究 

－吟味思考をはたらかせるリフレクションを通して－ 

河野 智文 
山元 悦子                 
武田 裕司 

社 会 
社会のプレイヤーとして主体的に学ぶ子どもをはぐくむ社会科学習指導法の研究 

－IDM理論を援用した学習過程を通して－ 
豊嶌 啓司 

数 学 
自ら数理を創造する子どもをはぐくむ数学科学習指導法の研究 

－問題の焦点化を明確にした学習活動を通して－ 

清水 紀宏 
今井 一仁 
岩田 耕司 

理 科 
科学概念の構築を目指した理科授業の構想 

－概念モデルの内包変容に着目して－ 

坂本 憲明 
森藤 義孝 
甲斐 初美 

音 楽 
生活や社会の音や音楽とのつながりを深める音楽科学習指導 

－音楽文化と豊かに関わる資質・能力の育成－ 

木村 次宏 
山中 和佳子 

美 術 
美術教育の基本を見つめ直す 

－若い先生のための「美術の授業づくり」－ 
笹原 浩仁 

保健体育 
学びに向かう力，人間性等を涵養する保健体育科学習指導法の研究 

－全ての生徒が安心して挑戦できる学習活動の工夫を通して－ 

本多 壮太郎 
村川 誠 

技術・家庭(技術) 
学びのプロセスを重視した技術・ものづくり教育 

－「技術の最適化」を意識できる授業の展開－ 

白石正人・平尾健二 
大内毅・梅野貴俊・石橋直 
北御門雄大・野方健治 

技術・家庭(家庭) 
「生活を問い直す力」を育む家庭科授業の研究 

－問いを立てるための実感を伴う場の設定を通して－ 

奥谷 めぐみ・貴志 倫子  
鈴木 佐代・徳永 美希 
堀 雅子 

外国語 
即興的にやり取りする力を育てる英語科学習指導法の研究 

－生徒が「話す聞き手」となるための学習過程を通して－ 

吉武正樹・ハイン アンドリ
ュー ウィリアム・中島亨・
森千鶴 

学校保健 
他者とうまく関わることができる生徒を育てる保健教育 

－自他理解を深めるSEL－８Sの活用を通して－ 

貫名 英之 
山田 洋平 

特別支援教育 

(福岡中のみ) 

豊かな未来社会を切り拓く生徒の育成 

－自己決定を促し，自己の変容を自覚できる自立活動の授業づくりを通して－  

中村 貴志 
藤原 あや 

 

 各教科の研究の概要は、本校 HP からご覧いただけます。 

○期日及び会場
 

令和５年 11 月 10 日(金) 福岡中学校，10 月 31 日(火) 小倉中学校，11 月 16 日(木) 久留米中学校，    

○参加費 

 ５００円（ピーティックスによる電子決済にてお願いします。） 

福岡教育大学・三附属中学校共同研究発表会～第１９次～二次案内 

 先生方におかれましては，益々ご健勝にて教育の研究と実践に御奨励のことと存じます。このたび，附

属小倉，福岡，久留米の各中学校を会場として，教科等別研究テーマによる大学と附属中学校との第１９

次共同研究発表会を，下記の要領で開催いたします。 

 公務ご多用の折とは存じますが，諸先生方のご参加をいただき，ご指導とご助言を賜りたくご案内申し

上げます。 

主催  福岡教育大学教育学部・附属学校共同研究中等教育研究部，特別支援教育部 

附属福岡中学校，附属小倉中学校，附属久留米中学校  

後援  福岡県教育委員会，福岡市教育委員会，北九州市教育委員会 



 

 

福岡市中央区西公園 12番 1 号   Tel 092-771-8381  Fax 092-732-1147  

１ 日程 

12:00  12:30 12:40      13:30   13:45         14:35  14:50        16:10 

受付 移動 公開授業１ 移動 公開授業Ⅱ 移動 教科別分科会 
２ 公開授業 

公開 
授業 

教科等 授 業 者 学 級 単元名・題材名 

Ⅰ 

国語科 髙藤慎一郎 ３－１ 
「言葉を吟味し附属福岡を紹介するキャッチコピーをつくろう」 

～四つの対話と振り返りを通して～ 

理科 冨 田 誠 也 ３－２ 「酸・アルカリとイオン」 

家庭科 井 上 雅 弘 ２－１ 「＃18 歳から大人」 

外国語科 柚 木 大 樹 ３－３ 「福岡に住む海外の人から福岡での生活のリアルを知ろう」 

自立活動 石 井 綾 子 特別支援 「みんなで協力しながら運動を楽しもう」 

Ⅱ 

国語科 □ 川 裕 二 １－２ 「“バズる”と向き合い，言葉を紡ぐ」 

社会科 横 光 雄 介 ３－２ 「地方自治と私たち」 

数学科 井 上 浩 太 ３－１ 「図形と相似」 

理科 南 遼 太 朗 ２－２ 「電磁誘導」 

音楽科 山 本 赳 郎 １－３ 「人々の思いと共に受け継がれる音楽の魅力を味わおう」 

美術科 古 川 啓 太 １－１ 「勇気のかたち～墨でこころを描く～」 

保健体育 稲 吉 勝 弘 ２－３ 武道「柔道」 

技術科 髙 橋 典 弘 ３－３ 「より精度の高い人工知能をつくろう」 

外国語科 堀 居 太 郎 ２－１ 「冬休みの遊びの計画を立てよう」 

自立活動 三 原 豪 人 特別支援 「みんなで意見を出し合って，楽しいイベントを企画しよう」 

３ 研究発表と協議会 

教 科 等 司 会 者 指導助言者 

国  語 福岡市立老司中学校 教諭 蛭川 秀樹 福岡教育大学 教 授 河野 智文 

社  会 福岡市立金武中学校 教諭 中村 達矢 福岡教育大学大学院 准教授 藤島 俊幸 

数  学 那珂川市立那珂川北中学校 教諭 林 一寿 福岡教育大学 准教授 岩田 耕司 

理  科 福岡市立多々良中央中学校 主幹教諭 中田 旭 太宰府市立太宰府中学校 校 長 堀 浩二 

音  楽 福岡市立東光中学校 教諭 右山 陽子 福岡教育大学 教 授 木村 次宏 

美  術 志免町立志免東中学校 教諭 山本小百合 福岡教育大学 准教授 笹原 浩仁 

保健体育 福岡市立多々良中学校 指導教諭 糸永 雅俊 福岡教育大学 教 授 本多壮太郎 

技術 
・ 
家庭 

技術分野 福岡市立香椎第二中学校 教諭 池田 智 福岡教育大学 教 授 白石 正人 

家庭分野 福岡市立次郎丸中学校 教諭 澤田 尚吾 福岡教育大学 准教授 奥谷めぐみ 

外 国 語 福津市立福間中学校 教諭 千原 功大 福岡教育大学 教 授 中島 亨 

特別支援教育 福岡市立特別支援学校 
「清水高等学園」 教諭 高浪 光枝 福岡教育大学 講 師 藤原 あや 

４ 参加申込  １０月 ３日（火）１０時から受付を開始いたします。 

Peatix（電子決済）による申し込みをお願いします。右の QR コード，または   

本校ＨＰ（https://fukuokajs.fukuoka-edu.ac.jp/）からログインしていただき，

クレジット決済かコンビニ支払いを選択してください。 

一般参加者の参加費は５００円です。大学生の参加費は無料です。 

５ 問い合わせ先  教頭 篠田穣  研究主任 □川裕二 

１１月１０日（金） 福岡中学校会場 


